
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 11 回 理事会  

日 時 令和 5 年 3 月 10 日  18:30～20:55 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、大石勝規 

浦川純二、志岐浩二、小柳 傑、飯野朋彦、笹原順哉、池田章子、森健次郎 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局坂井孝行、河島ます子、長谷川隆史 

その他岡 一 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）「推薦規程」改編（案）について 

      推薦規程について、第 3 条、推薦の基準の変更部分のすべてを満たす文言に変更。原則としてすべて
満たすもので、その上で、理事会で認めたものは推薦することがあるという解釈とする。審議の結
果、提案通り可決された。 

２）令和5年度 新卒者オリエンテーション開催について 
   5 月にオンラインで開催予定。協会組織について、JPTA 提供のスライドを使用。2 日目は田中昌史先

生より挨拶したいとの依頼をいただいたので、それをお話しいただく。審議の結果、提案通り可決さ
れた。 

 ３）令和5年度 事業予算について 
   2 月に提出した分から変更あり。公益目的事業比率が 81.8%、正味財産期末残高が 364 万円となり遊休

財産も問題ない。学術大会が 50万円減、臨床実習が 2 回になって 25 万円の減。災害リハが 66,000円
減。学術大会が 7 万円増。予備費が 30 万円増。休会が 6 人増えて収入が減。収入の合計は 25,034,151
円。事業費計 26,631,686 円。128 万円のマイナス会計となるが、今のところ 500 万円の繰り越し予測
で 3,640,465円が残る予定。公認会計士に提出し、確認を依頼済み。審議後、微細な調整は財務担当理
事に委ねる。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）令和5年度 事業計画について 
 事業内容は前回提出したものと変更なし。役員行動、会長行動について修正。審議の結果、提案通り
可決された。 

５）JPTA懲戒委員に係る（本会）委員選任について 
   各都道府県士会から 1 名懲戒委員を推薦いただきたいと依頼あり。3 月末日まで。理事を推挙する必要

あり。代議員の5名以外で大山会長が交渉し推薦することとする。審議の結果、提案通り可決された。 
６）新入会承認について 

   総会員数 2231 名、在会 1972 名、休会 259 名。入会 0 名、休会 72 名、退会 8 名、復会 3 名。審議の
結果、提案通り可決された。 

７）士会承認症例検討会承認の件 
 症例検討会の申請が 2 件あり。内容は問題なし。他県から時間が満たないのにポイントを認めるケー
スも出てきているとのこと。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 26 回 長崎県国保地域医療学会について 

   11 月 5 日に開催し、県士会から 2 名の参加。Web 開催で理学療法士は 8 名程度の参加。 
２）令和 4 年度 第 1 回 長崎包括医療研究大会について 

   12 月 3 日に開催。出席 1 名ということで田上病院の森下先生に発表、大山会長に出席いただいた。 
３）令和 5 年度 定時総会について 

   令和 5 年度の定時総会会場について、ホテルニュー長崎、サンプリエール等検討した結果、6 月 4 日に
ホテルニュー長崎での開催を予定。4 月 7 日が事業報告の提出期限、4 月理事会で委任状と鑑文の案、
総会招集決議。印刷はインテックスを検討し、最終提出期限が 4 月 28 日。 

４）令和 4 年度 後期研修について 
   令和 5 年 2 月 19 日に後期研修を実施。参加者 28 名で県外からの参加あり。内容は「体幹アライメン

トと理学療法」。支出 52,350 円。アンケート結果は良好。後期研修の講師手当は 90 分で 7,500 円。地
区研修会は 10,000 円。現状に合わせ今後増額も検討。 

５）令和 4 年度 長崎県理学療法士協会 第 3 回学術研修会について 
   2 月 25 日にハイブリッド形式でブリックホールにて開催。参加者 106 名。オンライン 92 名、対面 4

名。スタッフ 10 名。園田第 2 病院の白谷先生が講師で支出は 390,092 円。講演内容に偏りあり、研修
目標が伝わっていなかった可能性あり。講師もいない現地で 4 名参加しており、今後講師が来る場合



のみ対面を設定する等の調整が必要。 
６）令和 4 年度 長崎県理学療法士協会 医療保険研修会について 

   2 月 17 日オンラインで開催。55 名参加。診療報酬改訂について、講師は JPTA の佐々木先生。ウェビ
ナーの事前登録をせず不参加の方がいた。再度案内をかける必要があった。また、JPTA アプリを経由
せず、QR コードが読み込めない方が複数人いた。 

７）令和 4 年度 全国高校サッカー新人戦長崎県大会メディカルサポート活動について 
   事業名を選手権でなく新人戦大会に修正。1 月の 4 日間開催。当日参加 12 名。例年 7 名前後なので少

しずつ増えてきている。対応は男女 23試合で 5 件。1、2 年通しての参加者も増えてきており、会場運
営の責任者育成も出来てきているとの報告あり。サッカー協会との協議の中で、応急処置用の足の固
定具購入を検討。 

 ８）令和 4 年度 地域ケア研修会講師謝金に関する経緯について 
   先月講師謝金の件でご指摘受けた分。講師 3 名に対し 3 万円ずつ計 9 万円を希望され、源泉税も含め

て 100,233 円を法人（内田病院）に振り込んだ。本来今回の謝金は 3 名で 51,000 円、源泉も払わなく
ていいというご指摘だった。部長から先方に NPTA の規程を伝えたところ、法人内職員が講師として
受けた謝金は源泉額もいただいているとの回答。そのまま提示された金額を入金したとのこと。理事
判断だけでなく財務や事務局に確認または対応いただく必要があった旨、部長と共有し、今後再びこ
のようなことがないよう努める。 

９）令和 4 年度 大村東彼地区事例検討会について 
   2 月 18 日に Web で開催。参加 8 名。症例１は市立大村市民病院の富岡先生、症例 2 は貞松病院の桑原

先生に発表いただいた。決算額は 56,000 円の予算に対し支出が 32,000 円。後になって桑原先生の前
期研修が未修だったことが発覚。確認不足が反省点。 

 １０）令和 4 年度 第 4 回大村東彼地区研修会について 
    2 月 18 日に Web で開催。講師は済生会病院の田中先生で、腱板断裂の理学療法がテーマ。予算

60,000 円に対し支出 47,220 円。視聴時間が 20 分以下の方がいたのでポイント付与しなかった。 
 １１）令和 4 年度 上五島・佐世保県北地区合同事例検討会について 
    2 月 9 日に開催。3 症例で、役割分担しながら入退室管理、座長などを行い、スムーズに進行され

た。報告書自体は県北地区のもので、県北の中で対応した分の決算。 
 １２）令和 4 年度 5 団体 災害リハビリテーション研修会について 
    1、2 回目はオンライン、3 回目は対面で実施。1、2 回目は参加者 100 名以上で 3 回目は 28 名。対

面では感染からの個人防御体験や段ボールベッドの体験、イメージ訓練等行い、非常に好評だっ
た。予算は立てているが、費用は県リハより支出。NPTA の支出としては事前準備としての会議費
のみ。推進リーダー対象だったので、JPTA とクエスタント双方申し込みが必要なところ、片方の人
がおり、再度案内をかける必要があった。被災地や避難所現場の伝達のためには実地研修が必須と
感じた。 

 １３）長崎地区事例検討会について 
    長崎地区事例検討会を 3 月 4 日に開催。1 演題で和仁会病院の西山先生に発表していただいた。参加

者は 15 名。症例検討会の支出合計は 4,800 円。一部画面共有がうまくできなかったのが反省点。 
 １４）第 3 回長崎地区研修会について 
    事例検討会と同日の 3 月 4 日、みなとメディカルセンター廣重先生にご講義いただいた。内容は脳

卒中センターにおける急性期医療センターとリハビリ部の取り組み。参加者は長崎県士会員のみで
68 名。 

（３）その他報告事項 
 １）令和 4 年度 研修会設定カリキュラムコードについて 
   2022 年度 6 月 18 日からスタートした研修会事業。今年度うまく重ならないように運用できた。合計

82.5 ポイントだったが、60 ポイント程度が適正と考える。 
 ２）令和 5年度 災害補償制度について 
   現在加入している団体保険の満期が 4 月 14 日で担当者から更新の連絡あり。令和 5 年も更新する形で

進めていきたい。4 年度、保険料が 259,760 円。 
 ３）佐世保市生活支援委員推薦について 
   佐世保市の生活支援委員会の委員推薦について、現任の永木先生の任期満了につき、新たな委員推薦

の依頼あり。また永木先生を推薦する場合はコメント欄に理由等書くことになる。女性委員について
ご配慮くださいとの文言あり、順番的に原田先生、八木原先生、田代先生、島崎先生で話す。永木理
事より依頼。 

 ４）第 33 回県学会講師変更について 
   第 33 回県学会の公開講座講師変更について、広瀬先生より体調不良との申し出あり、代役として佐々

町の富安先生が挙がり、内諾を取れたとのこと。学会側で決めて三役には後付で報告した形。同地区
の先生であるためデリケートに考えながら案内をかける必要あり。 

 ５）50 周年記念誌について 
   原稿を提出されたタイミングと印刷会社の繁忙期が重なり、遅れている。発送自体は次年度になると

思うが金額が決まれば今年度中に清算できるか。自宅会員分を増やすとのことなので、そこが確定し
たら支払に入る。 

 


